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1 はじめに

RDF Site Summary（以下RSS）とは，ニュースサイ
トやブログなど，Webサイトの見出しや内容などの情
報を XML形式でまとめたものである．RSS リーダー
という専用のソフトを使うことで，登録した RSS の
ニュース記事，ブログ記事の更新情報を容易に得られ
る．しかし最近では，大量に更新するWeb サイトの
RSSの存在や，RSS自動生成システムのあるブログの
流行などによるRSSの数自体の増加によって，ユーザ
の取得情報量が膨大になり，ユーザが興味の持ち得る
情報を選別することが困難になっている．
一方，SocialNetworkingService(以下 SNS) という，

人と人とのつながりを形成，サポート，推進すること
を目的しているサービスが注目されている．SNSのよ
うな社会的ネットワーク上での行動データとそのユー
ザの特徴の間に相関関係があるという結果を出した研
究 [3]がある．この結果から，ユーザの興味がある情報
は，ユーザと近しい特徴を持つ友人も興味を持ち得る
情報であると考えられる．当然，逆も然りである．
本研究ではユーザの効率的な情報収集活動を支援す

ることを目的とした，SNSの情報を利用したRSSフィ
ルタシステムの実装を行う．ユーザの特徴を示してい
るユーザの情報 (閲覧履歴，評価，RSS データ，ユー
ザキーワード) だけでなく，近しい友人の情報も利用
し，ユーザが優先的に興味の持ち得る記事を選択でき
るようなフィルタを，情報 (協調)フィルタリング [1]の
手法を適用することで構築する．本システムを利用し
フィルタ後の記事を読むだけで効率的な情報収集が可
能となり，既存の RSSの問題点を解消する．なお，本
システムは，Web上で動作し，ユーザーに関する情報
収集と情報フィルタリングから構成され，同時に，そ
のフィルタされた記事情報をユーザーに提示するイン
ターフェースを備えている．本システムの概要を図 1に
示し，第 2,3,4章で本システムの設計について述べる．

2 RSS表示インタフェース

ユーザに対しての記事情報の提示や，ユーザの様々
な情報を取得するためのインターフェースについて述
べる．
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図 1: システム概要

RSS管理・記事閲覧

RSS管理ではRSSをフォルダごとに整理するように
管理が可能であり，フォルダごとのフィルタリングも
可能である．記事閲覧ではフィルタ後の記事をランキ
ング表示形式や記事表示形式 (図 2右に記事表示ペー
ジを示す)でユーザに提示し，ユーザの情報収集を支援
する．

SNS

ソーシャルネットワーク構築のために，ユーザ情報
管理機能としてプロフィール機能からユーザの詳細な
情報を記録する．そして，コミュニケーション機能と
して．記事へのコメントやメッセージ送信が可能であ
る．また記事にタグを自由に付けられ (元々フィードに
記されているカテゴリとは別としている)，そのタグか
ら記事をソートする機能がある．

図 2: 左：ユーザー TOP，右：記事表示ページ
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3 ユーザに関する情報収集

個々のユーザに対して効率的な情報フィルタリング
を行うために，各ユーザの情報として閲覧・評価情報と
ユーザプロファイル (RSSデータ，ユーザキーワード)
情報について述べる．

ユーザの情報

ユーザ情報は，ユーザ自身が入力したRSSデータと
RSS 自体の評価値 (1 から 10 の整数値)，ユーザキー
ワードとその評価値，記事を閲覧したときの評価，そ
して，SNS内での行動データ，デモグラフィックデータ
からなる．ユーザキーワードは，記事に評価を付けた
時の評価値 (1から 5の整数値)によって，記事のタイ
トル及び概要に形態素解析を行い，キーワードを TF-
IDF法に従い重みをつけてユーザプロファイルに追記
される．

友人の情報

SNS内の友人の中でもよりユーザと近しい友人の情
報のほうが有効であると考えられる．そこで本研究で
は，友人間の類似度を Breeseら [2]の協調フィルタリ
ング手法を応用して測り，フィルタに活用する．ユー
ザ aが持つある一つのRSS内で，ユーザ aが評価した
記事 j ∈ la(la はユーザ aが評価した記事集合)の評価
を vaj と表すと，ユーザ a, iが共通して持つある一つ
の RSSでの，ユーザ a, i間の類似度 wai は

wai =

∑
j∈l(vaj × vij)√∑

k∈la
vak

√∑
k∈li

vik

(1)

となる．さらに，ユーザaが持つRSS集合を ra，ユー
ザ aが持つある一つの RSS n ∈ ra の評価値を han と
表すと，ユーザ aのユーザ iに対する類似度 Sij は次
式で定義される．

Sai＝

∑
n∈ra∩ri

(wain × han)
maxn∈ra han× | ra |

(2)

(2)式は，ユーザ a, iが共通して持つある一つのRSS
での，ユーザ a, i間の類似度の重みを，ユーザ aのRSS
評価値で付け，それがユーザ aが持っている全てのRSS
の中でどのくらい重要なのかを計算した式である．

4 情報フィルタリング

第 3章で集めた，ユーザの情報を基に，RSSからの
最新記事に情報フィルタリングを行う際の手法につい
て述べる．ユーザ iの記事評価の平均値 v̄i は

v̄i＝
1

| Li |
∑
n∈ri

∑
j∈li

vij (3)

となる．(3)式の Li は，ユーザ iが評価した全ての
記事集合である．(3)式を用いて，ユーザ aに対する記
事 j の有用値 Paj は次式で表すことができる．

Paj＝v̄a +
∑

i∈U (Sai × (vij − v̄i))∑
i∈U Sai

(4)

(3)(4)式で用いる記事 jは，ある一つの RSS n内の
記事の一つとしている．また，(4)式の第 2項は，ユー
ザ iが記事 j に評価した値から，ユーザ iの記事評価
の平均値を減算したものを，類似度 Saiで重みを付け，
ユーザー a以外の他のユーザ全員の対して総和をとり
正規化したものである．さらに，Paj はユーザプロファ
イル (RSSデータ，ユーザキーワード)情報の評価値を
加算して再計算される．本研究では，この値に基づく
記事の順位付けを行う．値は 1日 1度の自動更新で計
算される．

5 考察

本システムと従来のWeb型RSSリーダーとの比較を
行い，本システムの優位性を考察する．ここでは，代表
的なRSSリーダーとして，様々な機能を持つ goo RSS
リーダーと Google Readerとの比較を行う．比較結果
を表 1に示す．

表 1: 従来のWeb型 RSSリーダーとの比較
goo リーダー GoogleReader 本システム

RSS リーダー機能 ○ ○ ○
キーワード ○ ○ ○フィルタ機能
記事評価機能 △ △ ○
SNS 的機能 × △ ○

RSS 自体の評価機能 × × ○
ユーザに特化した

× × ○記事のランキング表示

(○:完全に対応している，△:一部対応している，×:対応していない)

表 1より，本システムでは，従来のWeb型RSSリー
ダーにはない機能により，現状のRSSの問題点を解決
していることがわかる．さらに，本システムは，ユー
ザが記事に付加情報 (タグ，コメント)を自由につける
ことができるので，ユーザにランキング以外の情報選
別フィルタを提供することが可能である．

6 おわりに

本研究では，ユーザが優先的に興味の持ち得る記事
を選択できる SNSの情報を利用したRSSフィルタシス
テムの設計と実装を行った．また，従来のWeb型RSS
リーダーと比較して本システムの優位性を示した．本
システムを用いることで，既存のRSSの問題点を解消
する，ユーザの効率的な情報収集支援を実現した．
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